
編
集
後
記 

第
六
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
神
社
の
い
ろ
ん

な
こ
と
や
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
こ
と
を

写
真
を
ま
じ
え
て
お
届
け
致
し
ま
す
。 

ご
家
族
皆
さ
ん
で
御
覧
い
た
だ
き
感
想
や
ご
意
見
、
ま
た
は

疑
問
な
ど
お
気
軽
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

風
邪
な
ど
ひ
か
な
い
よ
う
に
良
い
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。 

◆◆◆◆
年
末
年
始

年
末
年
始

年
末
年
始

年
末
年
始    

恒
例
祭

恒
例
祭

恒
例
祭

恒
例
祭
の
ご
の
ご
の
ご
の
ご
案
内
案
内
案
内
案
内    

○○○○
大
祓
式

大
祓
式

大
祓
式

大
祓
式

・・・・
歳
晩
祭

歳
晩
祭

歳
晩
祭

歳
晩
祭    

    
十
二
月
三
十
一
日

十
二
月
三
十
一
日

十
二
月
三
十
一
日

十
二
月
三
十
一
日    

    
半
年
に
一
度
個
々
の
罪
穢
れ
を
形
代
で
祓
う

と
共
に
一
年
の
御
加
護
に
感
謝
を
捧
げ
ま
す
。 

※
神
社
よ
り
お
配
り
し
た
形
代

（人
形
）
に

て
各
自
お
祓
い
を
し
、
清
々
し
く
新
年
を

お
迎
え
下
さ
い
。 

○○○○
元
旦
祭

元
旦
祭

元
旦
祭

元
旦
祭

・・・・
家
内
安
全

家
内
安
全

家
内
安
全

家
内
安
全
特
別
合
同
大
祈
願
祭

特
別
合
同
大
祈
願
祭

特
別
合
同
大
祈
願
祭

特
別
合
同
大
祈
願
祭 

併併併併
せ
て
せ
て
せ
て
せ
て
、、、、
初
日
初
日
初
日
初
日
をををを
拝拝拝拝
むむむむ
会会会会 

 

一
月

一
日

一
月

一
日

一
月

一
日

一
月

一
日    

午
前
六
時
半

午
前
六
時
半

午
前
六
時
半

午
前
六
時
半
～～～～    

新
年
を
言
祝
ぎ
、
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
の
繁

栄
、
そ
し
て
氏
子
崇
敬
者
の
平
安
と
幸
福
を

祈
念
致
し
ま
す
。 

※
ど
な
た
で
も
参
列
出
来
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
十
五
分
前
ま
で
お
越
し
下
さ
い 

○○○○
暁暁暁暁
ま
い
り

ま
い
り

ま
い
り

ま
い
り    

一
月
十
五
日

一
月
十
五
日

一
月
十
五
日

一
月
十
五
日

（（（（木木木木
））））
午
前
零
時

午
前
零
時

午
前
零
時

午
前
零
時
～～～～    

小
正
月
。
日
本
各
地
に
て
厄
落
と
し
の
行

事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
当
社
に
て
は
、
古

よ
り
こ
の
日
に
厄
祓
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

○○○○    

ど
ん
と

ど
ん
と

ど
ん
と

ど
ん
と
祭祭祭祭 

 

一
月
一
月
一
月
一
月
十
五
日

十
五
日

十
五
日

十
五
日

（（（（木木木木
））））
午
前
六
時

午
前
六
時

午
前
六
時

午
前
六
時
～～～～
八
時
半

八
時
半

八
時
半

八
時
半    

古
い
お
神
札
な
ど
を
清
浄
な
火
で
お
焚
き
上

げ
し
、
御
神
火
に
無
病
息
災
を
祈
り
ま
す
。 

◆◆◆◆
御
祈
祷

御
祈
祷

御
祈
祷

御
祈
祷
の
ご
の
ご
の
ご
の
ご
案
内
案
内
案
内
案
内 

○○○○
新
年
家
族
並
個
人
及
団
体
祈
祷

新
年
家
族
並
個
人
及
団
体
祈
祷

新
年
家
族
並
個
人
及
団
体
祈
祷

新
年
家
族
並
個
人
及
団
体
祈
祷    

 
 

一
月
一
日

一
月
一
日

一
月
一
日

一
月
一
日    

午
前
午
前
午
前
午
前
零零零零
時時時時
～～～～
午
後
四
時

午
後
四
時

午
後
四
時

午
後
四
時    

※ 

随
時
御
奉
仕
し
て
お
り
ま
す
が
、
お
受

け
出
来
な
い
時
間
も
あ
り
ま
す
の
で
事

前
に
ご
連
絡
下
さ
い 

※ 

元
旦
午
前
零
～
二
時
、
九
～
十
二
ま
で

は
兼
務
社
出
向
の
為
宮
司
不
在
に
つ
き
、

神
職
の
本
田
様
に
ご
祈
祷
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。 

二
日
以
後
は
通
常
通
り
予
約
制
に
て
午
前

九
時
～
午
後
四
時
頃
ま
で
毎
日
行
い
ま
す    

家
内
安
全
、
厄
除
、
商
売
繁
盛
、
合
格
祈
願 

等 

○○○○
年
末
年
始

年
末
年
始

年
末
年
始

年
末
年
始    

神
棚
祭

神
棚
祭

神
棚
祭

神
棚
祭

・・・・
氏
神
祭

氏
神
祭

氏
神
祭

氏
神
祭

・・・・
家
祓
家
祓
家
祓
家
祓
等等等等

『『『『要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約
』』』』 

 

二
月
二
月
二
月
二
月
のののの
行
事
行
事
行
事
行
事

（（（（予
定
予
定
予
定
予
定
））））    

○○○○
三
日
三
日
三
日
三
日    

節
分
祭

節
分
祭

節
分
祭

節
分
祭    

 

福
豆
を
お
配
り
致
し
ま
す
の
で
各
戸
で

元
気
よ
く
豆
ま
き
を
し
て
下
さ
い 

○○○○
十

一
日

十

一
日

十

一
日

十

一
日    

紀
元
節
祭

紀
元
節
祭

紀
元
節
祭

紀
元
節
祭

・・・・
奉
祝
県
民
大
会

奉
祝
県
民
大
会

奉
祝
県
民
大
会

奉
祝
県
民
大
会    

 
 
 

神
社
で
は
日
本
の
建
国
を
奉
祝
し
建
国

祭
を
執
り
行
い
、
そ
の
後
市
内
中
心
部

で
行
わ
れ
る
祝
賀
式
典
に
参
加
し
ま
す
。 

○○○○
十
七
日
頃

十
七
日
頃

十
七
日
頃

十
七
日
頃    

祈
年
祭

祈
年
祭

祈
年
祭

祈
年
祭    

    

収
穫
を
祈
る
大
祭
で
新
嘗
祭
と
と
も
に

全
国
の
神
社
で
行
わ
れ
る
重
儀 

例
大
祭

例
大
祭

例
大
祭

例
大
祭
の
お
の
お
の
お
の
お
知知知知
ら
せ
ら
せ
ら
せ
ら
せ    

平
成
二
十

一
年
の
例
大
祭
は
四
月
十
五
日
を
守

り
つ
つ
、
十

一
日

（土
）
に
神
輿
渡
御
、
十
二

日(

日
）
に
奉
祝
行
事
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

植
樹
植
樹
植
樹
植
樹
の
お
の
お
の
お
の
お
願願願願
いいいい    

あ
じ
さ
い
の
挿
し
木
を
ご
奉
納
願
い
ま
す
。 

                        

 前  厄 本本本本        厄厄厄厄    後  厄  

 

男 

性 

昭61年 

２４歳 

昭60年

２５歳 

昭59年

２６歳 
昭44年 

４１歳 

昭昭昭昭44443333年年年年

４２歳４２歳４２歳４２歳    

昭42年

４３歳 
昭24年 

６０歳 

昭23年

６１歳 

昭22年

６２歳 

 

女 

性 

平4年 

１８歳 

平3年 

１９歳 

平2年 

２０歳 
昭53年 

３２歳 

昭昭昭昭55552222年年年年

３３歳３３歳３３歳３３歳    

昭51年

３４歳 
昭49年 

３６歳 

昭48年

３７歳 

昭47年

３８歳 

※ 

上

・
生
ま
れ
年
／
下
・
数
え
年 

第６号              坪沼八幡神社社報       平成２０年１２月１５日（４） 

平
成
平
成
平
成
平
成
二
十
二
十
二
十
二
十
一一一一
年
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年
表

年
厄
年
表

年
厄
年
表

年
厄
年
表    

お
早
め
に
お
祓
い
を
お
受
け
下
さ
い 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ h

ttp
://w
w
w
.tsu

bon
u
m
a.org 

も
ご
覧
下
さ
い 

 

奉
祝 

天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
年 

 

 

神
の
恵
み
と
祖
先
の
恩
と
に
感
謝
し
ま
し
ょ
う    

◆ 

初
詣
は
先
ず
氏
神
さ
ま
へ 

◆ 

月
に
一
度
は
神
社
を
お
参
り
し
ま
し
ょ
う 

   

ご 

挨 

拶 

今
年
も
早
い
も
の
で
年
の
瀬
、
あ
ま
り
良
い
ニ

ュ
ー
ス
が
聞
け
な
い
年
で
し
た
。
特
に
経
済
不

況
は
明
治
維
新

・
敗
戦
に
続
く
日
本
の
三
大
国

難
の
到
来
と
騒
が
れ
て
お
り
ま
す
が
、
明
ら
か

に
人
為
的
で
、
人
心
の
お
ご
り
が
色
濃
く
、
遥

か
に
形
而
下
の
感
が
あ
り
ま
す
。
世
界
的
な
影

響
も
あ
り
ま
す
が
、
今
日
ほ
ど
人
の
心
が
バ
ラ

バ
ラ
で
、
民
主
主
義
を
は
き
違
い
利
己
主
義
的

に
な
っ
た
結
末
が
今
日
の
状
で
あ
り
、
そ
の
大

本
こ
そ
に
危
機
感
を
覚
え
将
来
を
憂
い
ま
す
。 

し
か
し
、
私
た
ち
日
本
人
は
幾
多
の
困
難
も
乗

り
越
え
、
麗
し
い
日
本
を
築
い
て
き
た
素
晴
ら

し
い
民
族
で
す
。
今
こ
そ
、
何
の
た
め
に
生
き
、

生
か
さ
れ
て
い
る
か
、
「温
故
知
新
」
こ
の
言
葉

が
見
直
さ
れ
る
時
だ
と
感
じ
ま
す
。
奥
深
く
心

豊
か
に
暮
ら
し
て
き
た
先
人
た
ち
に
思
い
を
致

し
、
謙
虚
さ
や
勤
勉
さ
を
美
風
と
す
る
本
来
の

日
本
人
の
心
を
呼
び
起
こ
し
、
正
し
い
心
を
も

っ
て
再
起
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
根

幹
に
あ
る
の
は
、
素
直
に
手
を
合
わ
せ
る

「敬

神
崇
祖
」
の
誠
の
心
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

新
嘗
祭
斎
行

新
嘗
祭
斎
行

新
嘗
祭
斎
行

新
嘗
祭
斎
行    

今
年
は
十

一
月
二
十
四
日
に
恒
例
の
新
嘗
祭
が

総
代

・
若
長
ら
が
参
列
し
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
た
。

新
嘗
祭
は
皇
居
を
は
じ
め
全
国
の
神
社
で
大
祭

と
し
て
執
り
行
わ
れ
る
最
も
重
要
な
祭
で
収
穫

を
喜
び
御
神
徳
に
感
謝
す
る
祭
儀
で
あ
る
。

当
社
に
お
い
て
も
氏
子
の
皆
さ
ん
か
ら
奉
納
に

な
っ
た
沢
山
の
神
饌
を
神
前
に
お
供
え
し
、
感
謝

の
誠
を
捧
げ
た
。
直
会
は
婦
人
部
お
手
製
の
芋
煮

を
戴
い
た
。 

さ
て
、
稲
作
と
共
に
暮
ら
し
て
き
た
日
本
民
族
に

と
っ
て
稲
は

「イ
の
ち
の
ネ
」
と
も
い
わ
れ
、
天

照
皇
大
御
神
様
よ
り
お
授
け
頂
い
た
み
恵
み
で

あ
り
、
我
が
国
は
農
業
を
中
心
に
今
日
を
築
い
て

き
た
国
柄
で
あ
る
。
こ
れ
を
守
る
の
は
最
も
尊
い

使
命
と
祖
先
よ
り
田
畑
が
受
け
継
が
れ
て
き
た

が
、
近
年
大
変
な
状
況
に
な
っ
た
。
国
策
も
し
か

り
、
国
民

一
人
一
人
が
米
の
有
り
難
さ
に
気
付
き
、

み
ん
な
で
守
っ
て
い
か 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 
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沼
八
幡
神
社
社
報

坪
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報

坪
沼
八
幡
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報

坪
沼
八
幡
神
社
社
報
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第
六
号 

発
行
所 

坪
沼
八
幡
神
社
社
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宮
司 

高
山
晃
和 

仙
台
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坪
沼
字
舘
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六
十
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電
話 

二
八
一―
二
五
八
九 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六
五
一 

雪景色のお宮 



駐
車
場
整
備
事
業
完
了

駐
車
場
整
備
事
業
完
了

駐
車
場
整
備
事
業
完
了

駐
車
場
整
備
事
業
完
了 

本
年
三
月
か
ら
始
ま
っ
た
駐
車
場
整
備
事
業
で

し
た
が
、
こ
の
度
全
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
敷
い
た

大
駐
車
場
が
完
成
し
た
。
六
月
の
総
会
終
了
後
、

太
白
生
コ
ン
さ
ん
よ
り
無
償
に
て
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
提
供
頂
き
、
根
本
氏
が
中
心
と
な
り
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
手
を
お
借
り
し
て
、
の
べ
一
月
あ
ま

り
掛
け
て
五
十
台
も
停
め
ら
れ
る
ほ
ど
の
広
い

駐
車
場
が
整
備
さ
れ
た
。 

此
に
併
せ
総
代
他
氏
子
有
志
が
手
作
業
で
一
輪

車
を
お
し
、
昨
年
改
修
し
た
社
務
所
の
廻
り
に
水

は
け
を
考
慮
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
敷
き
、
通
路

な
ど
も
敷
石
を
お
き
歩
き
や
す
い
よ
う
に
し
て

頂
い
た
。
舗
装
に
と
も
な
っ
て
、
景
観
を
良
く
す

る
為
石
垣
積
み
や
植
栽
な
ど
を
ご
奉
仕
頂
い
た
。 

車
社
会
の
世
の
中
、
神
社
へ
の
市
道
拡
幅
は
待
た

れ
る
も
の
の
、
通
常
の

行
事
に
は
十
分
な
駐
車

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
有
効
に
活
用
す
る

よ
う
企
画
も
致
し
ま
す

の
で
、
ど
ん
ど
ん
お
使

い
頂
き
ま
す
よ
う
、
ご

参
拝
を
お
待
ち
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
。 

研
修
旅
行

研
修
旅
行

研
修
旅
行

研
修
旅
行    

今
年
十

一
月
六

・
七
日
に
は
じ
め
て
神
社
主
催

に
よ
る
研
修
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。
総
代
を
中

心
に
祭
囃
子
保
存
会
と
敬
神
婦
人
部
役
員
等
が

参
加
さ
れ
、
秋
保
神
社
総
代
と
合
同
に
て
総
勢

二
十
六
人
で
鹽
竈
神
社
と
金
華
山
黄
金
山
神
社

を
参
拝
し
一
泊
二
日
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

県
内
屈
指
の
大
社
な
の
で
今
ま
で
も
何
度
も
お

参
り
さ
れ
て
お
る
方
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

普
段
で
は
入
る
こ
と
の
出
来
な
い
奥
の
方
ま
で

拝
観
す
る
こ
と
が
出
来
た
り
、
貴
重
な
両
社
の

由
来
な
ど
を
拝
聴
す
る
こ
と
が
出
来
、

一
同
深

く
感
銘
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

夜
は
金
華
山
の
斎
館
に
参
籠
し
な
が
ら
懇
親
を

深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
の
お
蔭
で
有
意
義
な
楽
し
い
研
修
旅
行

と
な
り
ま
し
た
。 

神
社
庁
や
支
部
主 

催
も
あ
り
ま
す
が
、 

ま
た
神
社
独
自
の 

企
画
も
致
し
ま
す 

の
で
、
参
加
希
望 

の
方
が
お
ら
れ
ま 

し
た
ら
お
声
掛
け 

く
だ
さ
い
。 

第
二
十
回

第
二
十
回

第
二
十
回

第
二
十
回
「「「「蛍蛍蛍蛍
とととと
平
家
琵
琶

平
家
琵
琶

平
家
琵
琶

平
家
琵
琶
のののの
夕夕夕夕
べべべべ
」」」」開
催
開
催
開
催
開
催    

ふ
る
さ
と
坪
沼
実
行
委
員
会
主
催 

七
月
五
日
（土
）午
後
六

時
過
ぎ
よ
り
神
社
境
内

で
二
十
回
目
を
飾
る
坪

沼
の
夏
の
風
物
詩
「蛍
と

平
家
琵
琶
の
夕
べ
」が
千

人
近
く
の
内
外
の
人
達

を
迎
え
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
佐
藤
多
喜
雄
実
行
委
員
長
を
中

心
に
、
地
域
お
こ
し
の
た
め
多
く
の
方
の
御
協
力

の
も
と
模
擬
店
や
露
天
も
多
数
出
店
さ
れ
行
わ

れ
ま
し
た
。
最
近
は
自
然
豊
か
な
蛍
の
生
息
地
と

し
て
、
環
境
整
備
へ
の
取
り
組
み
も
始
め
ら
れ
た
。

ま
た
子
供
た
ち
も
祭
囃
子
や
手
作
り
の
行
灯
で

参
加
し
て
お
り
、
今
年
も
イ
ベ
ン
ト
の
宣
伝
に
「オ

ー
バ
ン
デ
ス
」に
出
演
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

協
力
会

協
力
会

協
力
会

協
力
会
だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り    

坪
沼
八
幡
神
社
協
力
会
が
発
会
し
て
よ
り
二
年

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
例
大
祭
を
は

じ
め
神
社
の
整
備
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
に
大
き
く

貢
献
い
た
だ
き
、
神
社
の
様
々
な
こ
と
へ
、
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
神
社

へ
の
奉
仕
を
通
し
、

地
域
の
結
束
が
図
ら
れ
る
よ
う
願
い
ま
す
。 
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敬
婦
敬
婦
敬
婦
敬
婦
だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り    

今
年
も
敬
神
婦
人
講

の
皆
さ
ん
に
は
例
大

祭
を
は
じ
め
、
数
々
の

行
事
に
ご
奉
仕
を
頂

き
、
直
会
で
は
、
自
ら

持
ち
寄
り
で
美
味
し

い
手
料
理
を
提
供
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た

年
二
回
の
清
掃
奉
仕

で
は
、
い
つ
も
境
内
を

綺
麗
に
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

ま
た
恒
例
の
宮
城
県
敬
神
婦
人
の
総
会
で
も
バ

ス
を
貸
し
切
っ
て
み
ん
な
で
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
、
和
気
あ
い

あ
い
と
笑
い
が
絶
え
な
い
楽
し
い
会
で
す
。 

左
は
方
々
は
長
年
の
功
績
が
評
価
さ
れ
表
彰
の

栄
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
披
露
申
し
上
げ

ま
す
。 

全
国
敬
神
婦
人
連
合
会
表
彰 

菅
野
と
し
い
殿 

 
 
 
 
 
 
 

同 
 
 
 

佐
藤
レ
イ
子
殿 

神
社
庁
仙
台
支
部
表
彰 

 
 

佐
藤
さ
き
子
殿 

神
社
庁
長
よ
り
の
感
謝
状 

退
職
記
念
ご
寄
付(

調
度
品
） 

佐
藤
み
さ
子
殿 

坪
沼
坪
沼
坪
沼
坪
沼
のののの
歴
史
伝
説
勉
強
会
開
催

歴
史
伝
説
勉
強
会
開
催

歴
史
伝
説
勉
強
会
開
催

歴
史
伝
説
勉
強
会
開
催    

や
る
っ
ち
ゃ
ツ
ボ

ヌ
マ
で
収
穫
祭
に

あ
わ
せ

「坪
沼
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
」
を
毎
年

開
催
し
て
お
り
ま

す
が
、
先
ず
地
元
の

方
に
坪
沼
の
こ
と

を
も

っ
と
知
ら
お

う
と
六
月
と
十

一

月
に
菅
原
勝
行
先

生
を
迎
え
勉
強
会
を
開
き
ま
し
た
。
勉
強
会
は

今
後
も
継
続
し
て
行
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
ま
た
勉
強
会
の
内
容
は
お
い
お

い
取
り
纏
め
て
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

坪
沼
の
昔
め
ぐ
り 

坪
沼
の
歴
史
や
伝
説

・
史
跡
等
を
紹
介
し
ま
す 

【【【【夫
婦
石

夫
婦
石

夫
婦
石

夫
婦
石
】 

第

一
回 

神
社
の
東
方
の
小
山
に
、
む
か
し
弘
法
大
師
が
巡
錫
の

折
の
御
座
石
と
い
う
大
小
二
個
の
石
が
あ
り
夫
婦
石
と

よ
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
石
は
、
古
老
の
話
に
よ
れ
ば
、

あ
る
若
者
が
小
さ
い
石
の
上
に
大
さ
な
石
が
重
な
り
合

っ
て
い
る
の
を
見
て
、
重
な
っ
て
い
る
上
の
石
を
転
が

し
、
翌
日
来
て
見
る
と
元
の
よ
う
に
重
な
っ
て
お
り
、

若
者
は
不
思
議
に
思
い
、
そ
の
後
手
を
触
れ
る
も
の
が

な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
夫
婦
石
に
つ
い
て
、
こ
ん
な
話
が
語
り
伝
え
ら

れ
て
い
る
。 

そ
れ
は
、
明
治
十
年
こ
ろ
、
坪
沼
の
根
添
分
教
場
の
主

任
を
し
て
お
っ
た
鴫
原
嘉
三
先
生
の
母
親
が
病
気
に
な

っ
た
ん
だ
と
。
い
ろ
い
ろ
医
療
を
尽
し
て
も
い
っ
こ
う

に
治
る
き
ざ
し
が
な
く
、
先
生
夫
妻
は

「ど
う
か
母
上

の
ご
病
気
が

一
日
も
早
く
全
快
し
ま
す
よ
う
に
。」と
神

仏
に
祈
願
を
し
、
日
夜
母
親
の
看
護
を
続
け
た
ん
だ
と
。 

あ
る
夜
、
夢
に

「こ
れ
よ
り
南
方
の
小
山
の
中
に
夫
婦

石
あ
り
、
む
か
し
弘
法
大
師
御
巡
錫
の
折
の
御
座
石
な

り
、
こ
れ
に
弘
法
大
師
を
祠
れ
ば
病
癒
え
ん
。」
と
い
う

示
現
が
あ
っ
た
ん
だ
と
。
先
生
は
、
大
い
に
喜
ん
で
早

速
人
を
頼
ん
で
探
し
た
と
こ
ろ
、
八
幡
神
社
の
前
方
、

沼
尻
の
小
山
の
中
に
大
小
の
石
が
重
な
っ
て
い
る
の
を

発
見
し
た
と
。
先
生
は
、
そ
の
石
の
上
に
小
祠
を
建
立

し
て
信
仰
し
た
と
こ
ろ
、
母
親
の
病
い
は
快
復
さ
れ
た

と
。
そ
の
こ
と
が
遠
方
に
伝
わ
り
、
参
詣
す
る
人
も
多

く
、
中
に
は
夜
通
し
病
気
の
平
癒
を
祈
る
も
の
が
続
出

す
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
と
。
そ
こ
で
、
地
主
の
渡
辺

喜
代
治
氏
は
信
仰
者
と
相
談
し
て
小
祠
と
籠
り
堂
を
建

立
し
た
と
こ
ろ
、
日
が
た
つ
に
つ
れ
て
参
詣
者
が
多
く

な
り
、

一
日
数
百
人
と
な
り
祠
前
は
大
変
混
雑
し
た
ん

だ
と
。
ま
た
、
籠
り
堂
の
下
に
茶
店
を
設
け
茶
菓
子
等

の
商
売
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
「弘
法
茶
屋
」
と
い
わ
れ
す

こ
ぶ
る
繁
昌
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。 

な
お
、
神
社
の
向
か
っ
て
左
側
の
お
不
動
さ
ん
に
も
、

弘
法
大
師
の
像
が
ま
つ
ら
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
参
り

く
だ
さ
い 
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